
◆重点的な取組分野と具体的な取組
「農」を基盤とした持続可能な里づくりA

時期・期間 取組案（事業・活動）
実施主体

地　区 行　政 企業等
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すぐにでも
取りかかれるもの

長期的に
取り組むもの

○身の程知らぬ「柿のまるごと活用実践検討部
会」の継続（柿の商品化）
○元気な農家の懇談会
　（担い手農家等の情報交換の場）
○グリーンツーリズム連携会議・子どもたちの
体験交流の拡大
○地元産品の活用・特産品開発に向けた研究会
（塩漬けシソとシソおにぎり等）
○農村環境整備・遊休農地の活用等に関する検
討会（遊休農地・空き家等の状況把握～実践
活動組織の立上げ等検討）
○ミニ直売所の設置（　関連）
○駒形そばの食事処開設（　関連）
○喜多方ラーメンの麺を全て駒形産小麦にしよ
うプロジェクト
　（関連で、うどん、米粉麺等の普及も）
○クラインガルテン（簡易宿泊施設付き市民農
園）の開設（旧営林署苗畑の利用を検討）
　（　関連）

●D
●D

●B

雄国山系と駒形山麓

担い手農家 ・ 経営体による
コメ等基幹作物の安定的な生産 等

基幹的な農業経営体への
協力・支援

草刈り、鳥獣害対策 等
（ ビジネス化の検討 ）

より良い農村環境
づくりに貢献

遊休農地の活用 ・ 再生、地産地消
 ・ 自産自消 等

多様な「農」の担い手の
育成・支援

耕畜連携、農福連携、
農医連携 等

様々な連携による
「農」の展開

特産品の開発、農商工連携 ・ 
６次化 等

高付加価値 ・ 
ブランド化への展開

グリーンツーリズム、市民農園 ・ 
クラインガルテン 等

交流を活かした
「農」の展開


